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第２回「東大和ヒトみらいトーク」の開催について 

 

１ 開催日時 

令和６年５月１９日（日曜日）午前１０時から１１時３０分まで 

 

２ 開催場所 

桜が丘市民センター集会室 

 

３ 参加者 

定員３０人、事前申込３０人、当日参加者２５人 

（当日参加者の地域別内訳） 

桜が丘１５人、向原３人、南街２人、芋窪１人、奈良橋１人、清水１人、清原１人、 

市外１人（市内在勤・在学） 

 

４ 活発に対話できるように工夫した点 

（１）座席の配置と名札の着用 

参加者と市長が車座になってお互いの顔が見えるようにし、名札を着用して名前やニッ

クネームなどを呼び合いながら、フラットな状況で対話ができるようにした。 

（２）副市長及び教育長の参加 

市長のほかに、副市長、教育長も参加することで、参加者との対話の内容を市の理事者が

リアルタイムに正確に共有できるようにした。 

（３）質問・意見等の可視化 

参加者からの質問・意見などを共に整理しながら対話を進めていくため、発言内容を付せ

んに記入してホワイトボードに貼り出し、テーマごとにまとめた。 

また、参加申込の際に当日質問してみたいテーマを事前に聞き、テーマごとに進めること

で関連した質問・意見などがまとまるようにした。 

 

     

＜意見交換の様子＞
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５ 当日の対話内容 

参加者からのご意見・ご質問及び市長等からの回答については、以下のとおり。 

なお、内容は要旨とし、一部表現の簡略化を行っている。 

 

対話内容の主なテーマ 

（１）子ども関連（子育て・教育など） （２）健康・福祉・高齢者・人権尊重 

（３）都市づくり（防災・公園など）  （４）行財政運営・デジタル化 

 

 

テーマ 質問・意見等（要旨） 回答（要旨） 

子ども関連

（子育て・ 

教育など） 

【参加者】 

・「東大和どろんこ保育園」につい

て、子どもたちが障害の有無に関

係なく過ごしやすい場所になるこ

とを期待しています。 

・保育園や幼稚園を卒園後、小学校

や中学校においても、障害の有無

に関係なく、大人が間に入らずと

も自然な交流ができるようになる

と良いと思います。 

・第七小学校と第九小学校の統合に

向けた基本構想では、特別支援学

級は１階、普通教室は２階以上と

分かれてしまったことが残念でし

た。 

 

【市長】 

・インクルーシブ教育は将来的に実現

していきたいと考えています。 

・地域の皆さまのご協力をいただきな

がら、子どもたちがお互いの個性を

大切にして育っていくことができる

環境をつくりたいと考えています。 

【教育長】 

・子どもたちが障害の有無にかかわら

ず、将来自分たちの力を発揮できる

ような教育を進めていきたいと考え

ています。 

・第七小学校と第九小学校の統合を進

めるにあたり、ご意見として参考に

したいと思います。 

 

子ども関連

（子育て・ 

教育など） 

【参加者】 

・学校運営協議会に参加しています

が、参加メンバーや意見に偏りが

生まれたり、どのように活かされ

ているのだろうかと疑問に思った

りすることがあります。 

・LINEやインターネットなどを活用

して、日中の集まりに参加できな

い方々の意見の受け皿があると、

様々な意見が集まるのではないで

しょうか。 

 

【市長】 

・忙しくて意見の場に参加できない方

がいらっしゃる一方で、実際に参加

して時間を割いている方の思いが強

くなることもあると思います。 

・いただいた意見が「子どもたちのた

め」のものであるか、その都度確認

しながら進めていくことが大切だと

思います。 

・情報共有や意見の集約などにおける

LINEの活用は、自治会などで導入し

ているところもございます。 
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テーマ 質問・意見等（要旨） 回答（要旨） 

子ども関連

（子育て・ 

教育など） 

【参加者】 

・コロナ禍もあり、学校が「安全安

心」を重視した結果、運動会や遊

具などを縮小してしまい、少し残

念だと感じました。 

・子どもたちがチャレンジできる機

会が減らないように、柔軟に対応

していただきたいです。 

 

【市長】 

・子どもたちの安全を重視することは

重要であり、両立させるのは難しい

問題だと思います。 

・子どもたちがチャレンジできる環境

づくりを、地域の皆さまの支えやご

協力をいただきながら、実現してい

きたいと考えています。 

【教育長】 

・コロナ禍で校長をしていたときに、

子どもたちと一緒に「どうしたらよ

り良くなるか」を考えました。 

・子どもたちが自らチャレンジし、大

人になったときに活きるような学び

を続けていきたいと思います。 

 

子ども関連

（子育て・ 

教育など） 

【参加者】 

・子どもが不登校であったとき、勇

気を出して登校すると、それまで

に溜まっていた課題を渡され、課

題を提出することが負担になる経

験がありました。 

・タブレット端末を活用してオンラ

インで課題が提出できるようにな

ると、子どもたちが学ぶ機会を放

棄しなくて済むので良いのではな

いかと思います。 

 

【市長】 

・お話を聞いて、学習用タブレットを

もっと活用できるのではないかと、

強く感じました。 

【教育長】 

・不登校傾向の児童・生徒が、所属す

る学校の中で学ぶことができるよ

う、市内全ての小・中学校に校内サ

ポートルームを今年度設置しまし

た。人材の確保も課題ですが、常設

が難しい場所は指導員が巡回して、

その子に合った学びができるように

取り組んでいます。 

・オンラインについても、教室以外の

場所でも様々なサポートを受けるこ

とができるよう、取組を進めている

ところです。 

・今後学校とも連携しながら、別室で

定期テストを受けることや、オンラ

インを活用してでできることを検討

し、進めていきたいと考えています。 
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テーマ 質問・意見等（要旨） 回答（要旨） 

子ども関連

（子育て・ 

教育など） 

【参加者】 

・子どもや子育て世代の方の自転車

運転のマナーがもう少し良くなる

といいなと思います。 

【市長】 

・国会でも自転車に対する反則金につ

いての改正法案が審議されていまし

た。コロナ禍があったことで自転車

の利用者が増えており、交通ルール

やマナーを守ることは大切です。 

・子どもたちが自分の身を守るために

も、学校などを通じて自転車運転の

マナーを周知したいと思います。 

 

子ども関連

（子育て・ 

教育など） 

【参加者】 

・子どもの学習について、図書館に

通年で学習できるスペースがない

ことに驚きました。 

・夏休みや冬休みの利用は定員が少

ないため、すぐ埋まってしまい利

用できないことが多いです。 

・自宅だとなかなか集中できないの

で、公共施設に勉強できるスペー

スを設けてほしいです。 

 

【市長】 

・私も高校生の頃は図書館で勉強して

いた記憶があります。 

・今の図書館のスペースでは、なかな

か難しいのが現状です。 

・各施設に勉強ができるスペースを確

保できるとよいのですが、現状では

難しいことから様々な工夫を行い、

適した場所ができましたらお知らせ

していきたいと思います。 

 

健康・福祉・

高齢者・人権

尊重 

【参加者】 

・障害を抱える子が中学生になった

ときに預けられる場所が少なく、

働き続けていくことができるか心

配です。 

・安心して預けられる場所の支援

や、人材の確保・育成をお願いし

たいです。 

 

【市長】 

・安心して預けることができないと心

が休まらないと思いますので、ご協

力いただける方が増えるよう、広報

や知識の普及などを行っていきたい

と思います。 

・専門的な知識を持つ人材の確保に

は、お時間を頂きたいと思います。 

 

健康・福祉・

高齢者・人権

尊重 

【参加者】 

・高齢の親を在宅で介護できる家族

が自分以外にいなかった。親子二

人で介護する世帯がこれから増え

ていくと思います。 

・介護をしている方、また介護が終

わった方に対しても、福祉に関係

する部署が連携して是非支援をし

ていただきたいです。 

【市長】 

・介護をしている方への支援につい

て、まだ不足している部分があると

お話を聞いて改めて感じました。 

・介護を受ける方だけでなく、介護を

している方の気持ちにも寄り添うこ

とができるよう、関係部署で考えて

いきたいと思います。 
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テーマ 質問・意見等（要旨） 回答（要旨） 

健康・福祉・

高齢者・人権

尊重 

【参加者】 

・桜が丘地域は分譲マンションが多

く、セキュリティの問題もあって

高齢者ほっと支援センターの職員

や民生委員が世帯の状況を伺うこ

とが難しくなっています。 

・そこに住む高齢者や同居する家族

の方に、行政の情報が行き届いて

いないと感じることがあります。 

・市報を全戸配布するなど、きめ細

かな情報発信を行い、必要な支援

があることを知ってもらうことが

できるようにしてほしいです。 

 

 

 

【市長】 

・「見てもらう」というよりも、「何か

あったらココを見ればよい」という、

情報発信の媒体があることをまず知

ってもらえるように、機会を捉えて

周知していきたいと思います。 

・デジタル化についても、LINEで様々

な手続きができるように準備を進め

ています。登録しておくと便利だと

思ってもらえるように取り組んでい

きたいと思います。 

 

健康・福祉・

高齢者・人権

尊重 

【参加者】 

・これから高齢者が増えていくた

め、介護予防がとても重要だと思

います。 

・介護予防のために、各公園にステ

ップ台などの運動器具を設置する

と良いのではないでしょうか。 

 

【市長】 

・公園の再整備を進めていく中で、設

置も検討に含めています。 

・健康器具だけでなく、健康寿命の延

伸の意識づけも重要だと思っていま

す。 

・50代から介護予防を行うことが効果

的ですので、啓発もあわせて進めて

いきたいと思います。 

 

 

 

健康・福祉・

高齢者・人権

尊重 

【参加者】 

・市から交付される老人クラブ補助

金について、ここ数年市に返還す

ることが増えたと感じています。 

・コロナ禍で老人クラブの運営も変

化し、クラブを解散しようと思う

こともあります。その際、返還金

の取扱いで悩んでいます。 

 

 

【市長】 

・補助金は、交流や健康など目的に沿

った活動のために交付しています。 

・使い切れない部分はお返しいただく

ことになるため、目的のために適正

にお使いいただきたいと思います。 

・細かい部分については、担当課で個

別に確認したいと思います。 
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テーマ 質問・意見等（要旨） 回答（要旨） 

都市づくり

（防災・公園

など） 

【参加者】 

・多摩湖の認知度が低いと感じてお

り、多くの方に足を運んでほしい

と思っています。 

・多摩モノレールが延伸されたとき

に、上北台駅がただの通過駅とな

ってしまうのか、多摩湖や狭山丘

陵へアクセスできる入口となるの

か、方向性をお聞きしたいです。 

 

【市長】 

・現在、都市マスタープランの改定に

取り組んでおり、上北台駅を「狭山

丘陵への玄関口」と位置付けたいと

思っています。 

・多摩湖や狭山丘陵は東大和市の魅力

だと思っていますので、より多くの

方に知っていただき、魅力を高めて

いきたいと思います。 

 

都市づくり

（防災・公園

など） 

【参加者】 

・桜が丘中央公園の古い遊具が撤去

された後、新しい遊具が設置され

ず、公園として以前より状況が悪

化していると感じています。 

・早急に新しい遊具を設置してほし

いです。子どもはどんどん大きく

なって公園で遊ばなくなってしま

うので、元の状態に戻すだけでも

すぐに実現してほしいです。 

 

【市長】 

・遊具の設置については賛成や反対な

ど様々な意見をいただいています。 

・子どもたちが楽しく遊べるだけでな

く、周りの大人からも温かく見守っ

ていただけることが大切です。 

・桜が丘中央公園だけに限らず、限ら

れた予算でどこに整備するのが最善

なのか、検討を進めたいと思います。 

 

都市づくり

（防災・公園

など） 

【参加者】 

・子ども広場にある防災行政無線か

ら流れる音声の音量が大きいの

で、もう少し小さくならないでし

ょうか。 

 

【市長】 

・防災行政無線は毎日放送することで

正しく機能するか確認しています。 

・音量が大きいと感じる場合もあると

思いますが、災害時の備えとしてご

理解をいただきたいと思います。 

 

行財政運営・

デジタル化 

【参加者】 

・高齢者にとって、パソコンやスマ

ホを使いこなすのは難しいです。 

・全てをデジタル化するのではな

く、若い世代と高齢者で適切な手

法を使い分けてほしいです。 

 

【市長】 

・デジタル化の推進によって、市民の

利便性向上と市役所の業務の効率化

を目指しています。 

・業務の効率化などによって生まれた

時間を活用して、デジタルが不慣れ

な方へより丁寧な説明・対応を心が

けたいと思います。 
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テーマ 質問・意見等（要旨） 回答（要旨） 

行財政運営・

デジタル化 

【参加者】 

・デジタル化の推進にはすごくお金

がかかると思いますが、手段が目

的とならないように気を付けてほ

しいと思います。 

・デジタル化の推進が課題の解決に

どのように貢献できるのかを考

え、継続して進めていただきたい

と思います。 

 

【市長】 

・とても大切な視点だと思います。 

・職員には、解決したい課題の本質を

見抜く目を持ってほしいと日頃から

伝えています。 

・手段や取組だけに満足してしまわな

いよう、問題解決に向けて進めてい

きたいと思います。 

 

 

 

 

 

＜発言内容を貼り出したホワイトボード＞ 


